
数
論
派
と
ヴ

ェ

ダ
ー

ン
タ
派

の
交
渉

の

一
断
面

(
磯

田
)

一
四
凶

敷

論
派

と
ヴ

ェ
ー
ダ

ー

ン
タ
派

の
交
渉

の

一
断

面

磯

田
、
熈

文

ヴ

エ
ー
ダ
ー
ン
タ
派
は
、

シ

ユ
ヴ

エ
ー
タ
ー

シ

ユ
ヴ

ア
タ

ラ
、

カ
タ
、

ブ
リ

ハ
ッ
ド
ア
ー
ラ
ヌ
ヤ
カ
等

の
ウ

パ

ニ
シ
ヤ
ド
に
お
け
る
、

い
わ
ゆ
る
数
論

的
要

素

と
み
な
さ
れ
る
所
説

に
封

し
て
、
意
識
的

に
数
論
派
と
は
異

つ
た
理
解
を
與

え
て
、

ウ
パ

ニ
シ
ヤ
ド
が
数
論

の
椹
讃
た
る

こ
と
を
極

力
否

定

し

よ

う

と

す

る
。

こ

に
、
ヴ

エ
ー
ダ
ー

ン
タ
派

の
形
成

・
展
開

の
歴
史
的
契
機

の

一
つ
が

(
1
)

あ
つ
た
。

こ
の
こ
と
は
、

す

で
に
宇
井
博
士

の
指
摘
以
來
、

學
界

の
承
認
を
え

て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
事
情

か
ら
み

て
、
ヴ

エ
ー
ダ
ー

ン
タ
派

の
基
本
的
論
典
ハ
で
あ
る
ブ

ラ
フ

マ
ス
ー
ト

ラ
に
お

い
て
、
数
論

破
が
大

き
な

比
重
を
占
め

て
い
る
と
し

て
も
不
思
議
は
な

い
。

そ
こ
で
、

こ

で
は
、

こ
の
数
論
破

の
漕
息

の

一
端
を
伺

い
た

い
。
こ
の
こ

と
は
、
ヴ

エ
ー
ダ
ー

ン
タ
派

の
成
立
事
情
等

を
究
明

す
る
手
掛

り
と
な
り
、

イ

ン
ド
哲
學
史

上
の
興
味
あ
る
課
題
た
る
を
失

わ
な
い
。

と
こ
ろ

で
、
ま
ず

こ
の
場
合
、

シ
ヤ
ン
カ
ラ

の
註

繹

を

依
用

す

る
。

こ
れ

は
、

ヴ

ェ
ー
ダ
ー

ン
タ
派

の
歴
史
的
事
情
か
ら

い
つ
て
當
然

の
手
績

き
で
あ

ろ

う
。

そ
し
て
、
當
然

の
課
題
と
し

て
は
、
第

二
編
第

二
章

一
ー

一
〇

に
問
題
を

限
定
す
る
。

こ

の
部

分
は
、

上
述

の
ウ
パ

ニ
シ
ヤ
ド

の
権

誰
論
問
題
を
離

れ
て
、
内
容

の

上
か
ら
論
法
的
な
手
績
き

に
よ

っ
て
敷
論

を
論
破

し
よ
う

と
し
て
い
る
部
分

で

あ
る
。

こ

で
、
そ
の
論
旨
を
、

三
項
目

に
要
約

し
て
述

べ

る

こ

と

が
便

利

で
あ

る
。

プ
ル
シ
ヤ

(
一
)
敷
論
汲

は
、
周
知

の
よ
う

に
、
純
粋

に
精
神
的
な
露
我

と
精
神
を
持
た
な

プ
ラ
ダ
 
ナ

い

(
H
無
知

の
)
勝
因

と
を
立

て
る
二
元
論

の
立
場

を
と
る
。

そ
こ
で
又
、
敷
論
派

で
は
、
勝
因

は
、
世
界

の
根
本
原
因

と
し
て
、
璽
我
か

ら
は
何
ら
積
極
的
な
關
與

を
受

け
る
こ
と
な
く

(
c
f
,
 
S
K
 
1
9

)
、
牛
乳
が
凝
乳

に
な
る
よ
う

に
(
c
f
,
S
K
1
6
諸
注
繹
)
、
ま
さ
に
ひ
と
り
で
に
s
v
a
b
h
a
v
e
n
a
i
-

v
a
展
開
す

る
、
即

ち
轄
攣
す

る
、

と
主
張

す
る
。

こ
れ
に
封

し
て
、
ヴ

エ
ー
ダ
ー

ン
タ
派

は
、
世
界

の
展
開

は
、
精
紳
性

に
基

づ
く
方
向
性
、

企
書
性
、

あ

る
い
は
意
志
を
待

つ
こ
と
な
し

に
、
印
ち
動
力
因

と
し
て
精
神
的
な
始
動
者
を
豫
想
す

る
こ
と
な

し

に

は
あ

り

え

な

い
。
例
え

ば
、
世
間

に
お
い
て
も
、

家

・
宮
殿

・
寝
毫
等

は
知
慧
を
持

つ
職
工
達
に
よ

つ

て
作

ら
れ
る
こ
と
が
み
ら
れ

る
と
反
論
す

る
。

こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、

敷
論

の
非
精
神
的
な
勝
因
が
世
界
原
因
と
し
て
ひ

と
り
で
に
韓
攣
す

る
と
い
う

こ
と
は
不
合
理

で
あ
る
、

と
論
難
す
る

(
二
・
二
・

一
、
二
、

三
、

五
)
。

又
、

数
論
派

で
、
勝
因

は
、

そ

の
構
成
要
素
た
る
サ

ツ
ト

バ
、

ラ
ジ
ヤ

ス
、

タ

マ
ス
の
三
徳
が
均
衡

獣
態

に
あ
る

(
c
f
,
 
S
K
1
6

諸
注
繹
)
、
そ

の
均
衡

が
破

れ

て
、
大
等
に
韓
攣

す
る
。

そ

の
場
合
に
、

三
徳
は
動
く

こ
と
を
働
き
と
し
て

持

っ
て
い
る
か
ら

(
c
f
,
S
K
1
3

諸
注
繹
)
、
不
均
衡

に
な
ろ
う
と
す
る

こ
と

が

ま
さ
に
論

理
的

に
相
慮
す

る
、

と
主
張

す
る
。

こ
れ
に
封

し
て
、

ヴ

エ
ー
ダ
ー

ン
タ
派

は
、

知
識
能

力
の
な

い
三
徳

(
11
勝

因
)
が
世
界
形
成
を
な
す

こ
と
が
不

可
能

な

こ
と
は

前

述

の
如
く

で

あ

る
。

又
、
嬢
我

は
、
勝
因

の
活
動

に
無
關

心

(
"
中
直
、
c
f
.
 
S
K
2
0

)

で
あ

る

と
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(数
論
派

で
)
認

め
る
限
り
、

そ

の
三
徳

の
均
衡

を
破

る
動
力
因

と
は
な
り
え

な

い
。

結
局
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、

数
論
読

で
は
世
界

展
開

の
原
因

を
説
明

で
き
な

い
、

と
論
破
す
る

(
二

・
二

・
四
、

八
、

九
)
。

(
2
)

(=)
敷
論
派
で
は
、
勝
因

と
璽
我
と

の
關
係

に

つ
い
て
、
勝
因

の
韓
攣

は
露
我

の
た
め
、
即

ち
需
巫我
が
受
用
す
る
た
め
に
あ

り
、

そ
の
受
用

に
よ
つ
て
解
腕
が

あ

る
、

と
い
う
目
的
論
的
な
解

繹
を
す

る
。

そ

の
場

合
、

盲

者

と
肢

者

(
ch

S
K
2
1)
、
磁
石
と
鐵

(
c
f
,
M
,
V
P
.
1
4
)
等

の
比
喩

を
も
つ
て
、
爾
者

の

關
係
を
説
明
す
る
。

こ
れ
に
封

し
て
、
ヴ

エ
ー
ダ
ー

ン
タ
派

は
、
勝
因

の
韓
攣

に
目
的
を
求
め
る

こ
と
は
、
敷
論

の
教

理
に
よ
る
限

り
、
論
理
的
な
過
失

に
陥

る
に
違

い
な

い
と

し

て
、

五
つ
に
目
的

を
分

け
て
、

一
々
を
論
破
す

る
。

(
a
)
露
我
が
受
用
す

る
た

め
で
あ
る
と
す
る
と
、

樂
を
得
、

苦
を
捨

て
る
、

と

い
う

よ
う
な
鯨
分

の
も

の
が
何
ら
與
え
ら
れ
な

い
璽
我

に
は
い
か
な
る
受
用
も

な

い
か
ら
、

又
、
受
用

の
み

で
は
解
脱
が
な

い
こ
と
に
な

る
か
ら
、

そ
れ
を
目

的

で
あ
る
と
な
す

こ
と
は
不
合
理

で
あ
る
。

(b)
露
我
が
解
脱
す
る
た
め

で
あ
る
と
す
る
と
、

韓
攣
以
前

に
解
腕
が
成
就
し

て
い
る
か
ら
(
c
h
.
S
K
1
9
.
6
2
)
、

韓
攣
が
無
意
味

の
も

の
と
な

る
。
又
、

解

脱

の
み

で
は
、
聲
等

の
封
象

の
知
豊

(
c
f
 
S
K
 
4
2
.
 
5
4
 
5
8
 
6
6

諸
注
繹
)

も
な

い
こ
と
に
な
る
。

(c)
受
用
と
解
脱

の
爾
方

で
あ
る

と
す
る
と
、

勝
因

の
構
成
要
素

は
無
限

で
あ

る
、
從

つ
て
、
無
限

の
も

の

」
受
用
は
不
可
能

で
あ

る
か
ら
不
合
理

で
あ

る
。

(d)
欲
望

を
鎭
め
る

こ
と

(
c
f
,
s
k
5
8
.
5
9
)

で
も
な

い
、
な

ぜ
な

ら
、

精

紳
を
持

た
な

い
勝
因

に
欲

望
は
な
く
、
無
垢

で
、

思
惟
能

力
の
な

い
露
我

に
も

欲
望

は
生

じ
な

い
か
ら
で
あ
る
。

㈲
霞
我

の
見

る
力

(
c
f
,
 
S
K
 
1
9
)

と

勝

因

の
創

造

力

(
c
f
.
s
k
 
1
1
.
1
5

等
)
が
無
意
味

に
な
ら

ぬ
よ
う
に
、

活
動

が
あ
る
と

(敷
論
派

で
)
主
張

し
て

も
、

爾
者

の
力

が
固
有
、

不
断

で
あ
る

こ
と
に
な
る
か
ら
、
解
脱

は
不

可
能

で

あ
る
、

と
。

(
二

・
二

・
六
)
。

又
、

例
え

ば
、
璽
我

は
何
ら
活
動

に
あ
ず
か
ら
な

い
の
に
、
露
我

に
比
せ
ら

れ
る
蹟
者

は
實
際

に
は
言
葉
等

の
働
き
に
よ
り
盲

者
を
動

か
す
等

の
説

明
に
よ

つ
て
、
数
論
派

で
引
用
す
る
比
喩
は
、

比
喩
と
し

て
不
適
當
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。

結
局
、

精
神
的
な
塞
我

と
非
精
紳
的
な
勝
因
と

の
關
係
を
合
理
的

に
説
明
し

え
な

い
敷
論

の
二
元
論

の
主
張

は
不
合
理

で
あ
る
、

と
論

破
す
る

(
二

・
二

・

七
)
。

 日
敷
論

で
は
、
苦

し
め
ら
れ
る
も

の
t
a
p
y
aと
苦

し
め
る

も

の
t
a
p
a
k
a

と
い
う
關
係

に
お
い
て
、
そ

の
爾
者

の
結
合

の
因

(
不
可
見
力
H
a
d
a
a
a
)

を
断
ず

る
こ
と
に
よ

つ
て
解
脱
を
う
る
、

と

い
う
能

所

の
二
者
的

立
場

か
ら
解

(
3
)

脱
論
を
読
く
。

こ
れ
に
封

し
て
、
ヴ

エ
ー
ダ
ー

ン
タ
派
は
、

た
と
え
、

タ
ブ
ヤ
、

タ
ー
パ
カ

の
關
係
を
認

め
た
と
し
て
も
、

三
徳

の
獲
生
と
伏
す
る

こ
と
、
又
、
結
合

の
動
力

因

の
停

止
も
共

に
不
確
定

で
あ

る
以
上
、

印
ち
数
論

の
教
理
に
基
づ
く
限
り
、

そ

の
よ
う
な
能
所

の
解
脱
論

は
論
理
的
な
過
失

に
陥

る
。

從

つ
て
、
数
論

の
解
脱
論

で
は
、
勝
義

に
も
世
俗
に
も
、

解
脱
を
得

る
こ
と

が
不
可
能

で
あ
る
、

と
論
難
す

る

(
二

・
二

・
一
〇
)
。

(
4
)

要
約
す
れ
ば
、
根
本
的
に
は
、
以
上
の
三
鮎
か
ら
数
論
を
論
破
し
、
も
つ

ブ
ラ
マ
ソ

て
、
ヴ

エ
ー
ダ

ー

ン
タ
派

は

一
元

と
し
て
の

梵

を
最
高
原
理

と
し

て
主
張
し

よ
う

と
し
て
い
る

こ
と
を
知
る
。

こ
の
論
文
獲
表

に
際

し
て
、

羽
田
野
伯
猷
先

生

の
御

指
導
を
い
た
だ
い
た
。

激
論
派
と
ヴ

ェ
ー
ダ
ー

ン
タ
派

の
交
渉

の

一
断

面

(磯

田
)

一
四
五
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数
論
汲
と
ヴ

ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
派

の
交
渉

の

一
断
面

(
磯

田
)

一
四
六

1

宇
井
博

士
、
「
吠
檀
多
経

の
源
流
に

つ
い
て
」
哲
學
雑
誌
、

第
三
七
六
・

三
七
七
號

(
「
印
度
哲
學
研
究
」
第

一
、
百
三
頁

以
下
)
。
な
お
、
宇
井
博

士

「
S
a
m
k
h
y
a
-
y
o
g
y
o
g
a

つ
い
て
」
哲
學
雑
誌
、

第

三

七
八
.

三

八
○

號
等
参
照
。

2

数
論
教
理
學

上
で
は
、
勝
因

と
霊
我

と
の
關
係

は
、
霊
我
解
腕
論

と
の
關

連
に
お

い
て
、
畳

と
嬢
我

と
の
關
係
に
お

い
て
捉

え
て
、
プ

ラ
テ
イ
ビ

ン

バ
説
等
に
よ
つ
て
、
種

々
の
比
喩
を
も

つ
て
、
合

理
的

に
解
繹

し
よ
う
と

し
だ

こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
羽
田
野
伯
猷

先
生
、
「敷
論

の
プ

ラ
テ
イ
ビ

ン
バ

(
反
影
)
説
に
つ

い
て
」

・文
化
、
第

十
巻
、

及

び

「
数
論
派
に
お
け

る
解

脱
論

と
敷
論
偶
」
印

佛
研
、

第

一
巻
、
第

一
號
、

百

七
十
頁
参
照
。

3

こ
の
よ
う

な
能
所

の
二
者
的
な
解
脱
論
は
、
自
性
解
脱
論

の
立
場
を
と

る
敷
論
偶

の
中
に
は
明
確

に
見
出

す

こ
と
は
で
き
な
い
。
羽

田
野
伯
猷

先

生

「
前
掲
論
文
」
印
佛
研
、
第

一
巻
第

一
號
、
百
六
十

七
頁
以
下
、
参
照
。

4

こ
の

一
-

一
〇

に
援
引

さ
れ
る
数
論
説
は
、
文
中

(

)
内

に
示
し
た

よ
う
に
、
自
在
黒

の

「数
論
偶
」

及
び
そ

の
諸
注
繹
書

に
、
多
く
封
慮
す

る
部

分
が
見
出
さ
れ
る
。
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